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福 高 だ よ り 

盛り上がった福高祭  

 バンブーサーフィン（１年生） 

 団対抗リレー 

 クラス対抗リレー（３年生） 

今年度は、コロナウィルス感染症予防の観点から、大幅に縮

小しての開催となりました。しかし、久しぶりの学校行事に

白熱して競技に挑む姿が見られました。 

 玉入れ（２年生） 

 綱引き（全学年） 



研修旅行 
※ 撮影の時だけマスクを外している写真があります。 
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１０月27日(水)～10月29日(金)に高校2年生の普通科・文理科学科

ともに研修旅行を実施しました。例年の行先は、普通科は北海道、文

理科学科は海外ですが、コロナウィルス感染症予防の観点から中部地

域に行きました。 

１日目 ２日目 ３日目 

 白川郷 

 長島スパーランド 



芸術鑑賞 
 今年の芸術鑑賞は、古典芸能の『狂言』を鑑賞しました。「三宅狂言会」の皆さんに来ていただきました。 

今年も感染症予防に注意しながら、第一体育館で午前の部と午後

の部に分散して実施しました。最初に『狂言』の見方や解説があ

り、狂言体験などをした後に狂言「棒縛」を鑑賞しました。生徒

は、初めての狂言に興味深々な様子で見入っていました。 

部活動 

※ 撮影の時だけマスクを外している写真があります。 

 ソフトテニス部は、10月9日（土）に行われた京都府高

等学校ソフトテニス選抜個人戦

京都府予選があり、男子ペアが

府下大会ベスト１６に入り、近

畿大会出場を決めました。府大

会には男女ともに４ペアが出場

しました。また、両丹大会の団

体戦も別日に行われ、女子２

位、男子5位でした。部長（桃

映中出身）が「１勝でも多く勝

てるように今後も頑張ります」

と語ってくれました。これから

の活躍が今後も楽しみです。 

 ソフトテニス部 近畿大会出場 

 11月13日（土）に全日本

バレーボール高等学校選手権

京都府予選がありました。福

知山高校は、両丹予選を4位で

突破し、府下大会に出場しま

した。府下大会では、惜しく

も敗退しました。1月にある大

会に向けて頑張ってほしいと

思います。 

 女子バレーボール部 府下大会出場 

 女子バスケットボール部  

 府下大会ベスト８ 
 バスケットボール部女子は、 

10月22日（金）から行われた第

７４回全国高等学校バスケット

ボール選手権大会京都府予選に

て、府下大会ベスト８に入りまし

た。近年、両丹の府立高校（女

子）がベスト８に入れない中での

大健闘であり、快挙です！バス

ケットボール部女子部長（六人部

中出身）が「相手がとても強く、

自分たちの弱さや課題点に気づく

ことができました。次はベスト４

の相手にも強くいけるように頑張りたいです。」という

思いを語ってくれました。今後も、向上心をもって日々

練習を重ね、リベンジしてほしいと思います。 

 写真部  ラグビー部 

 写真部は、月・水・金曜日の放課後に校内の部活動の

様子や風景を撮影したり、休日に

校外で撮影会を行って撮影したり

しています。高校から始めた部員

ばかりですが、先輩や先生方に学

びながら、素晴らしい写真が撮れ

るように日々工夫しています。 

 ラグビー部は、第101回全国高等

学校ラグビーフットボール大会京都府

予選に出場しました。日々の練習の成

果をチーム一丸となって全力で出し切

ることができました。また、次の大会

に向けて日々鍛錬を行っていきます。 

 卓球部女子 府下大会出場 

 11月6日（土）全国高等学校選

抜卓球大会に出場しました。学校対

抗、個人戦ともに近畿大会出場を果

たすことはできませんでしたが、6

月のインターハイ予選時よりも勝負

ができているという手応えをつかむ

ことができました。今後も日々の練

習にしっかりと励んでほしいと思い

ます。  

▲写真部生徒 撮影 



みらい学Ⅰ・Ⅱ 

 自分の研究したいテーマを決定し

ます。それぞれ自分が研究したいも

のを考えて持ち寄り、グループに

なったり、個人で行ったりする人も

います。 

 調査・実験 

 外部コンテストへの出展 

 研究テーマの決定 

 「みらい学」とは、文理科学科の「総合的な探究の時間」です。大学での学びを見据えた研究活動を行い、その中で研究に必要

なスキルの習得や正解のない問題へのアプローチの仕方等を学びます。神戸大学や福知山公立大学の先生の講義を受け、より専門

的な立場の先生からのアドバイスをいただきます。みらい学研究交流会や研究発表会をとおして、研究成果を発表します。 

 大学教授による講演 

 学校内だけでなく、他校と研究

テーマを共有する海の京都サイエン

スフェスタなどにも出展し、他校と

交流も行っています。 

令和２年度海の京都サイエンスフェスタの様子 

 実験計画を立て

て、それぞれグルー

プごとに実験・調査

を行います。 

 校内発表 

 校内で、文理科学科の1年生や附属中学

校3年生、担当以外の先生方へ向けて発表

を行います。発表後は、意見を聞いたり、

質問に答えたりします。 

 大学の教授から自分たちが研究を

していく上での注意点や正しく伝え

る文章の書き方などを学び、実際に

大学でされている研究について講演

を聞きます。 

 実際の研究テーマ 

 みらい考Ⅰ・Ⅱ 

 また、文理科学科だけでなく、普通科

においても探究活動を「みらい考」とい

う授業で行っています。自分で興味のあ

るテーマを決定し、探究活動を行ってい

ます。 

〇「輪ゴム鉄砲の構造と弾道、飛距離、速度の関係性は？」  

 幼少期、よく遊んでいた輪ゴム鉄砲に着目し、輪ゴムの良く飛ぶ条件

を求めようとした。これらの条件とは、弾道，速度の２つであり、これ

らの条件によって飛距離がどのように変化するのか、対照実験の観点に

も留意しながら実験を行い物理的に考察しようとした。 

〇「丹後の中でどのくらい丹後弁が使用されているのか？」 

 丹後弁が丹後地域に住む若者の中でどのくらい使用されているのか、丹

後の中でも地域によって使用する頻度に差があるのかを調べた。その結果

をまとめると年代間・地域間で大きな差が見られた。 

〇「ハシリグモ属特有の形質について探る」 

  ハシリグモ属を形質的観点から探るため、近縁種との比較・顕微鏡を用いての観察・

潜水時間の計測等を行った。また、体長に対する脚の長さ、毛の生え方等から水面での

浮き方・水中での泳ぎ方に違いがあることも分かった。さらに個体の大きさから潜水時

間に差があることも発見した。 

「光の照射はアカハライモリの再生に 

 どのような影響を与えるか 」  
「余剰食品を用いたボールペンインク 

 の製造」  
「古墳時代の福知山、綾部に独立王国 

 は存在したか 」  

「タンポポ入浴剤を作る！ 」 
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